
 

 

2024 年度 活動報告 

 

 

 

基本方針「法人の目的実現のために事業継続をめざす」 

 

 

「貧困なくそうキャンペーン」でフードドライブに取組み、厚木市内の支援先

「フードパントリーえんむすび」への食料支援が出来ました。その後もフード

ドライブを継続しています。 

 

地域とのかかわりを広げるために、9 月には「あつぎＳＤＧｓパートナー

団体」に登録をし、神奈川工科大学地域連携・貢献センターの方たちとの情

報交換や厚木市主催のシンポジュームで活動発表をしました。 

11 月には生活クラブ生協等が主催する「やさしいくらしマルシェ」に出店

しました。 

 

  新たな取り組みとして毎月「手作りワークショップ」を開催し、活動への

関心を広げ、参加費等を支援金にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 特定非営利活動に係る事業 

1資源のリュース・リサイクルを推進する事業   

[日時]      通年 

[場所]      神奈川県内及び近隣都県 

[従事者人数]   36人(理事、スタッフ、ボランティア) 

[受益対象者]   市民 

[支出]      15,699,817円 

 

1-1） リユース活動の推進  

(1)2024年度の活動実績 

    2024 年度活動実績表  人数は延べ人数  

営業日数   282 日 

寄付者件数 3039 件 (内新規 182 件) 

顧客数   19248 人 

売上高   18,247,475 円 

・チャリティショップ事業を始めてから四半世紀が過ぎ、人々の暮らし方も変化してき

ました。売上は減少傾向にありますが、市民から寄付された衣類や日用雑貨等を販売

することに力を尽くし、リユースを進めました。 

・月 1回のワークショップが定着しおおぜいの方の参加がありました。(資料 1参照) 

・スタッフ全員でエリアを決め一斉チラシまきを行い、少しずつではありますが、新規

寄付者が増加しました。 

・外部のイベントや会合に参加したことにより、他団体とのつながりの糸口になりました。 

 

(2) 着物文化を広げる活動 

・「着付け教室」を開催しました。 

   2024年 4月～2025年 3月の間 2回／月 2回開催 合計 20回 

        2024年 4月～10月     参加者：4名   

2024年 11月～2025年 3月  参加者：3名   各回 講師：1名 

 

1-2)リサイクル活動の推進 

（1）リメイク品製作者との連携 

・寄付された品物の中でリユースできなかった衣類等をリメイクチーム「おりひめ」や

布ぞうり製作ボランティアに託し、リサイクルを進めました。 

※長きにわたりご協力をいただいたリメイクチーム「おりひめ」さんは、



2025年 3月 31 日をもって活動を終了されました。 

・布ぞうりは、192,060 円の寄付金につながりました。 

 

(2)故繊維業者との連携 

・リユースできなかった衣類等を故繊維業者に託しリサイクルを進めました。 

      4月、6月、９月､11月、12月、2月  6回搬入 総重量 1310㎏ 

 

      (3)高齢者福祉事業所との連携  

       ・リユース出来なかった綿製品は、必要としている高齢者福祉事業所等に 45リットル袋 

110円で提供しリサイクルを進めました。 提供した綿製品： 16袋  

 

1-3)広報活動 

(1) 寄付品募集チラシの発行 

・5月 2024年度版寄付品募集チラシを 1万枚作成。 

・1月   同上   1500枚増刷 

 

(2) ローカルニュースの発行 

    「WE21厚木ニュース№69」 発行日 2024 年 7 月 500 枚発行 

    「WE21厚木ニュース№70」 発行日 2025 年 1 月 500 枚発行  

 

(3) ソーシャルメディア等の活用 

・フェイスブックにリアルタイムにショップ情報を載せるよう努めました。 

・ホームページでは、支援実行報告やニュース発行等を迅速にアップし、情報開示に 

努めました。 

・3 月からインスタグラムを開始しました。 

 

（4）寄付品募集ちらしのポスティング強化 

・10 月以降は、理事・スタッフが毎週曜日を決めて一斉ポスティングを実施し新規寄 

付者の増加につながりました。 

・ポスティングボランティアの皆さんと並行して、下記 3 団体に「WE ショップ・ステ 

ーション」として寄付品の受取りにご協力いただきました。 

     森の里地区：一般社団法人「厚木ぐるっと」 (コミュニティバス事業者)  

 戸室地区：ワーカーズコレクティブ「さち」 (ケアマネ―ジャー事業所) 

     飯山地区：NPO 法人「ワーカーズコレクティブくれよん」 (保育園) 

 

 



2 アジア等における市民、とりわけ女性の生活の向上と自立のため

の活動を支援する事業   

[日  時]    通年 

[場  所]    神奈川県内及び近隣都県 

[従事者人数]   36人(理事、スタッフ、ボランティア) 

[受益対象者]   市民 

[支   出]     3,995,715円 

 

2-1)国内外の支援事業 

(1)国内の NPO等が海外で実施する事業への支援 支援総額: 995,000 円 

支援国 NPO、NGO団体名 支援活動内容 支援金額（円） 

ネ パ ー

ル 

NPO法人  

ベルダレルネーヨ 

カンチャンジャンガ紅茶農園周辺

ンの子どもたちへの高等教育支援 

 

800,000 

ミ ャ ン

マー 

公益社団法人シャンテイ 

国際ボランティア会 

ミャンマー（ビルマ） 

難民キャンプの図書館事業 

        

150,000 

ミ ャ ン

マー 

公益社団法人シャンテイ 

国際ボランティア会 

絵本を送る運動に参加 15,000   

（絵本５冊分） 

台湾  NPO 法人難民を助ける会   台湾東部沖地震緊急支援 30,000 

  計      995,000 

 

（2）国内の任意団体、NPOが国内で実施する事業への支援 

支援総額：712,331(店頭募金・ワークショップ募金を含む) 

支援地域 NPO、NGO団体名 支援活動内容 支援金額（円） 

日本 

（厚木市） 

フードパントリー

えんむすび 

子育て中のひとり親世帯への食品の無料配布

（食品類の収集・仕分・各家庭への配布） 

親子がホッとできる居場所作り 

食を通して社会とつながりをつくる  

      

200,000 

日本 

（東京都） 

認定 NPO法人 

シェア＝国際保

健協力市民の会 

在日外国人支援事業 

（外国人母子の保健医療サービスへの 

アクセス改善プログラム） 

 

100,000 

 

日本 

（気仙沼市）

市

） 

NPO法人 

プロジェクトＫ 

「東日本大震災復興支援」気仙沼・地域住民の

生活支援（被災者交流事業の継続、母親対象の

子育て支援事業、いのちの大切さを伝える事業） 

（3.11 イベント海産物+３月布草履含む） 

 

    

 95,801 



日本   

（郡山市） 

 

甲状腺ガン 

支援グループ・ 

あじさいの会 

「東日本大震災復興支援」 

福島県内の小児甲状腺がん患者と家族 

及び支援者へのサポート事業 

 

150,000 

 

日本 

（輪島市） 

輪島市   令和 6年能登豪雨輪島市災害支援（義援金） 

能登半島地震被災者支援（義援金）  

  84,260 

  19,070 

日本 

（珠洲市） 

珠洲市 能登半島地震被災者支援（義援金）   12,200 

日本 

（大船渡市） 
 

大船渡市 大船渡市 

大規模林野火災被災者支援（義援金） 

30,000 

 

日本 WE21ジャパン 運営への寄付金 21,000 

計   712,331 

 

・外国コインや外国切手は「ユニセフ」に寄付しました。 

・未使用はがき・書き損じはがきは切手に変え、支援に活用しました。 

・未使用切手は法人運営や支援に活用しました。 

 

（3）東日本大震災被災地「気仙沼の産品」取り扱いによる復興支援    

(有)ムラカミ  年間仕入れ金額 : 1,510,300円   

 

（4）能登半島被災地産品取り扱いによる復興支援 

             北陸製菓：46,910円      フジセイカ：91,094円 

年間仕入れ金額 :138,004 円   

 

(5) 緊急支援  

  以下３件の緊急支援を実行しました。【上記 2-1）項の国内外の支援事業に記載済み】 

・台湾東部沖地震緊急支援      ＝30,000円  2024年 4月 

・令和 6年能登豪雨輪島市災害義援金  ＝30,000円  2024年 11月 

・大船渡市大規模林野火災被災者支援 ＝30,000円  2025年 3月 

 

 

2-2) 国際理解を深めるための事業                  

(1)フェアトレードの推進 

「もうひとつの海外支援」としてフェアトレード品の仕入れを行い生産者を支援しました。 

フェアトレード品 年間購入金額   548,088 円  

    

 



フェアトレード品仕入先団体別購入金額   ( )内は取り扱い商品の生産国、主な品  

ネパリ・バザーロ 

(ネパール紅茶、カレー、他) 

第三世界ショップ 

(グアテマラの珈琲、チョコレート、他) 

       157,065 円         391,023 円 

 

(2)ＷＥ講座の開催 

2024年 5月 20 日 通常総会開催後に下記の講座を行いました。 

フードパントリー「えんむすび」の活動報告 報告者：代表 茂木宏美さん 

     

(3)「貧困なくそうキャンペーン」の開催 （期間：2024年 10月 1日～31日） 

・フードドライブを開催し集まった食品を支援先「フードパントリーえんむすび」   

にお渡ししました。 

実績：80 ㍑ケース 3箱分 （寄付総数＝47件 個人：44件 団体：3件） 

   キャンペーン終了後もフードドライブを継続し、集まった食品をお渡ししました。 

   （2025年 2月 4日、3月 4日の 2回） 

 

(4)支援先との交流事業 

  今年度は支援先訪問等は実施できませんでしたが、以下の支援先との交流が実現し

ました。 

・「あじさいの会」代表：牛山元美さんより活動の現状をお聞きする機会を設けました。

（2024年 6月 5日 理事 7名参加） 

・「シャンティ国際ボランティア会」の「絵本を送る運動」に参加し 5冊の絵本を贈る

ことが出来ました。 

（2024年 9月 おおぞら高校の生徒さん 3名+理事 1名が参加） 

 

3 その他、第 3条の目的達成に必要な事業  

[日時]      通年 

[場所]      神奈川県内及び近隣都県 

[従事者人数]   34人(理事、スタッフ、ボランティア) 

[受益対象者]   市民  WE21ジャパン・グループメンバー 

[支出]            364,005円 

 

3-1)組織運営                                         

(1) 理事会の開催 

・原則月 1回理事会を開催しました。 



（2）会員 

法人会員にはニュースの送付等を通じて情報を開示しました。    

会員数  期首 70名           期末 75名 

 

（3）ボランティアミーティング及びスタッフミーティング 

ボランティアミーティング及びスタッフミーティングを開催し、情報を共有し、課題

の整理、活動への提案につなげました。 

   ボランティアミーティング: 6回開催  スタッフミーティング：12回開催 

 

(4)地域とのつながり 

・「ヒューマンサポートネットワーク厚木(HSN)」との連携 

年間を通じて下記団体にフェアトレード品を共同購入していただきました。 

  購入実績 243,460 円 

       保育園ＶｉＶｉ  おひさまっこ保育園  学童保育なないろのたね  

NPO法人ワーカーズ・コレクティブくれよん(くれよん保育室)  

・おおぞら高校の生徒ボランティアの受入れ 

   8/6～3/18 月 2回 3人のボランティアを受け入れました。 

・当法人の入居してる「ソーケン本厚木ビル」2階の保育園「ナーサリースクール 

との交流 

      10/31  ハロウィンにちなんで、子どもたちにお菓子を配りました。 

   後日、子どもたちの手作りのお菓子をいただきました。 

・第 3期「あつぎ SDGsパートナー団体」に登録 

   9/21  登録式に参加しました。 

   1/15 神奈川工科大学 地域連携・貢献センターの職員の方と情報交換しました。 

      2/22   「あつぎ SDGsパートナーシンポジユーム」に参加し活動紹介をしました。 

・イオン厚木店の「幸せの黄色いレシートキャンペーン」への参加(毎月 11日実施) 

   11/11と 1/11の 2回、店頭活動に参加し、協力を呼びかけました。 

   2024年度は、お客様から当法人に総額 1,694,792円の黄色いレシートが投函され、

1％に該当する 16,900 円のイオンギフトカードが贈呈されることになりました。 

 

（5）見学等の受入れ 

 ・6/28 WE21ジャパン大和のボランティア 8 名が来店されました。 

 

(6)WE21ジャパン・グループ等との連携 

 ・県央スタッフ会議に参加し他の地域から得た情報をショップ運営にいかしました。 

・ＷＥ21 ジャパングループ会議に参加し、意見交換をすすめました。 


